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●
開
場
期
間

7
月
6
日
（
土
）・
7
日
（
日
）、
13

日
（
土
）
～
9
月
１
日
（
日
）

●
開
場
時
間

①
土
・
日
・
祝
日
お
よ
び
8
月
13
日
～

15
日
は
、
午
前
9
時
30
分
～
午
後
6

時
②
7
月
29
日
～
8
月
9
日
の
平
日
お
よ

び
8
月
12
日
、
16
日
、
19
日
は
、
午

前
9
時
30
分
～
午
後
５
時

③
7
月
16
日
～
26
日
、
8
月
20
日
～
30

日
の
平
日
は
、
午
後
1
時
～
5
時
、

た
だ
し
、団
体
お
よ
び
貸
切
利
用
は
、

午
前
中
の
利
用
が
可
能
で
す
の
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

●
休
場
日　

天
候
が
悪
い
日
や
雷
雲
が

近
づ
い
た
時

●
料
金　

中
学
生
以
下
２
５
０
円
、
一

般
（
高
校
生
以
上
）
５
０
０
円

※
3
歳
未
満
児
、
75
歳
以
上
の
人
お
よ

び
付
き
添
い
の
人
は
無
料

※
午
後
3
時
以
降
の
料
金
は
半
額

●
回
数
券
〔
6
回
券
〕

中
学
生
以
下
１
２
５
０
円

一
般
（
高
校
生
以
上
）
２
５
０
０
円

●
そ
の
他
・
7
月
6
日
（
土
）
と
9
月

1
日
（
日
）
は
、
無
料

・
小
学
3
年
生
以
下
の
子
ど
も
は
、
保

護
者
（
高
校
生
以
上
）
の
付
き
添
い

が
必
要
で
す
。

【
ア
ル
バ
イ
ト
の
募
集(

随
時
受
付)

】

プ
ー
ル
の
監
視
員
と
受
付
員
を
募
集

し
ま
す
。

●
期
間　

7
月
6
日
（
土
）
～
9
月
1

日
（
日
）

●
問
い
合
わ
せ

穂
高
プ
ー
ル
指
定
管
理
者　

㈱
フ
ク
シ
・
エ
ン
タ
ー

プ
ラ
イ
ズ

82
・
８
３
８
８

大
切
な
人
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
絵
封
筒
を

手
作
り
の
絵
封
筒
を
デ
ザ
イ
ン
し
ま

す
。
絵
が
苦
手
な
人
も
気
軽
に
参
加
で

き
る
講
座
で
す
。

●
日
時　

7
月
28
日
（
日
）

　

午
後
１
時
～
4
時

●
場
所　

明
科
高
等
学
校　

美
術
室

●
講
師　

江
原 

一
幸
さ
ん

●
定
員　

30
人
（
先
着
順
）

●
申
し
込
み　

6
月
24
日
（
月
）
か
ら

7
月
5
日（
金
）ま
で
に
住
所
・
氏
名
・

連
絡
先
を
記
入
の
上
、フ
ァ
ク
ス
（

81
・
２
０
２
１
）
ま
た
は
、
ハ
ガ
キ

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
送
付
先　

〒
３
９
９
‐
７
１
０
１

明
科
東
川
手
１
０
０　

明
科
高
等
学
校

黒
沢
洞ど
あ
い合
自
然
公
園
で
行
う
「
三
郷

ま
な
び
隊　

里
山
さ
ん
さ
く
」
の
参
加

者
を
募
集
し
ま
す
。
こ
の
公
園
は
、
里

山
の
自
然
観
察
を
楽
し
む
目
的
で
造
ら

れ
た
ビ
オ
ト
ー
プ
公
園
で
す
。
三
郷
昆

虫
ク
ラ
ブ
世
話
人
の
話
を
聞
き
な
が

ら
、
チ
ョ
ウ
や
ト
ン
ボ
、
カ
ブ
ト
ム
シ

な
ど
を
手
に
取
っ
て
観
察
し
、
フ
ィ
ー

ル
ド
ビ
ン
ゴ
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
お

昼
に
は
ス
イ
カ
を
食
べ
ま
す
。

●
日
時　

7
月
13
日
（
土
）

　

午
前
9
時
～
午
後
１
時

●
場
所　

黒
沢
洞
合
自
然
公
園
（
現
地

集
合
・
解
散
）

●
対
象　

市
内
在
住
の
小
学
校
4
～
6

年
生
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

●
持
ち
物　

昼
食
・
水
筒

●
参
加
料　

親
子
１
組
３
０
０
円

●
定
員　

親
子
20
組
（
先
着
順
）

●
申
し
込
み　

6
月
27
日（
木
）・
28
日

（
金
）
の
午
前
9
時
か
ら
午
後
5
時

の
間
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
参
加
者
の

皆
さ
ん
に
後
日
通
知
し
ま
す
。

市民大学講座特別編　「錆
さ

びない生き方」

「生活習慣病とは何なのか」、「がんは、なぜできるのか」をテーマに、テレビ等で
活躍中の医師・南雲吉則さんをお招きし「若々しく健康に生きる」方法についてお
話していただきます。
●日時　7 月 7 日（日）開場　午後１時 30 分　講演　午後 2 時～ 3 時 30 分
●場所　堀金総合体育館 サブアリーナ
●講師　南

な ぐ も

雲 吉
よしのり

則さん
●入場料　無料
●申し込み　不要

市
の
芸
術
や
文
化
、
産
業
、
観
光
な

ど
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
幅
広

く
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、「
未
来
に

つ
な
ぐ
ふ
る
さ
と
安
曇
野
」
講
座
を
開

催
し
ま
す
。

こ
の
講
座
は
、
平
成
26
年
１
月
に
行

う
安
曇
野
検
定
【
総
合
編
】
一
般
の
部

の
検
定
準
備
講
座
も
兼
ね
て
い
ま
す
。

講
座
は
、
10
回
開
催
し
ま
す
が
、
希

望
の
講
座
を
１
回
か
ら
申
し
込
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
安
曇
野
検
定
を

受
検
し
な
い
人
も
受
講
で
き
ま
す
の
で

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
受
講
料　

無
料

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

受
講
を
希
望
す
る
人
は
、
各
回
の
開

催
日
の
2
日
前
ま
で
に
、
電
話
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス
（
住
所
、
氏
名
、
連
絡
先
、

希
望
す
る
各
講
座
の
名
称
お
よ
び
期
日

を
任
意
様
式
に
記
入
）
で
、
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
安
曇
野
検
定
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、
10
月
発
行
の
広
報
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

穂
高
プ
ー
ル
へ
お
出
掛
け
く
だ
さ
い

社
会
教
育
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

62
・
４
５
６
５ 

62
・
３
５
２
５

学
校
開
放
講
座
参
加
者
の
募
集

社
会
教
育
課
社
会
教
育
係

62
・
４
５
６
５ 

62
・
３
５
２
５

安
曇
野
検
定
に
向
け
て

「
未
来
に
つ
な
ぐ
ふ
る
さ
と
安
曇
野
」

講
座

社
会
教
育
課
社
会
教
育
係

62
・
４
５
６
５ 

62
・
３
５
２
５

三
郷
ま
な
び
隊　

里
山
さ
ん
さ
く

三
郷
公
民
館

77
・
２
１
０
９ 

76
・
３
０
７
７

社会教育課社会教育係　462・4565 662・3525

「未来につなぐふるさと安曇野」講座（安曇野検定の準備講座も兼ねています）
　市の芸術や文化、産業、観光などを学び、ふるさとの魅力を再発見します。
●場所　穂高交流学習センター「みらい」多目的交流ホール
●時間　午後 7 時～ 8 時 30 分

期　　日 講 座 の 名 称 内　　　容 講　　　師

1 7 月 10 日（水）「北アルプスの魅力」
燕岳、常念岳、大天井岳など人々をひ
きつける北アルプスの魅力に迫ります。

赤沼　健至さん
（燕山荘オーナー）

2 24 日（水）「堰の誕生」
拾ヶ堰や矢原堰など安曇野を潤す堰に
ついて学びます。

中島　博昭さん
（地域史研究家）

3 31 日（水）「安曇野市の名誉市民」
名誉市民である田淵行男、髙橋節郎、
熊井啓、青木祥二郎の人物像と芸術を
紹介します。

文化課職員

4 8 月 7 日（水）
「安曇野の宝
　～文化財を語る～」

文化財を通して、私たちの暮らす地域
の宝を考えます。

文化課職員

5 28 日（水）「安曇野の考古学 2013」
発掘調査や出土品を通して、考古学的
に市を紹介します。

文化課職員

6 9 月 11 日（水）
「中信のシリコンバレー　

安曇野の産業発達史」
かつての農村が県内一の工業都市に成
長するまでの諸産業の変遷をたどります。

高原　正文さん
（郷土史家、元豊科町

郷土博物館長）

7 25 日（水）「安曇野市の芸術・文化」 市の文化施設を繋いで考えます。
中島　博昭さん

（地域史研究家）

8 10 月 2 日（水）
「語り継ぎたい郷土安曇野
の伝承文化」

安曇野の郷土色豊かな食文化、匠の技、
方言、習慣等を紹介します。

高原　正文さん
（郷土史家、元豊科町

郷土博物館長）

9 9 日（水）「安曇野を案内する」
案内人のガイド経験を通じて知る安曇
野の魅力と意外？な楽しみ方の入門編
です。

安曇野案内人倶楽部

10 18 日（金）
「ふるさと安曇野の未来に
向けて」

安曇野風土記を通して安曇野の未来を
考えます。

笹本　正治さん
（信州大学副学長）


